
教育後援会 会報 （新春号) 

  

日頃より会員の皆様には、教育後援会の運営にご協力をいただき誠にありがとうございます。 

令和６年能登半島地震で、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。 

 

   ２０２４年明けましておめでとうございます。 

 

               

       教育後援会会長 中川 幸代 
 

新春のご挨拶を申し上げます。皆様におかれましては、穏やかにお正月をお過ごしでしたで

しょうか。元旦に起こった石川能登の震災で幸せな時間が一転し、未だ不安の中にいらっしゃ

る皆様には心よりお見舞い申し上げます。このような人の力の及ばない災害に直面する度に、

人間の小ささを実感すると共に人としての在り方を考えさせられます。SNSの使い方や一部マ

スコミの報道姿勢が被災者の方々に更なるつらい思いをさせてしまうということも往々にして起こってお

ります。『悪意の有無ではなく配慮の有無』こんな時代だからこそ、私たちが心に留めておくべきこと。

言葉や文字が刃とならないよう、一方通行の善意にならないよう、相手の心を思いやり、相手の立場を尊

重する姿勢を心掛けたいものです。学生の皆様も、先生方のご指導の元で人に寄り添う心を日々学ばれて

いることでしょう。その気持ちを礎とし自らの目指す道を進んで行くことを心より願っております。 

 最後になりましたが、関係者の皆様、学生の皆様、保護者の皆様にとって満ちた年となりますようお祈

り申し上げます。本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

 学長 横山 彰 
 

 謹賀新年 
 教育後援会会員の皆様には、本学学生の学習環境向上や課外活動振興などへ多大なご支援を

いただき、心より感謝申し上げます。皆様のお力添えによりまして、学生諸君は将来を見据え

て、日々勉学やサークル活動やボランティア活動に勤しんでいます。 

松下幸之助は、「日々
ひび

是
これ

新
あらた

」と題した短文の中で、「年があらたまれば心もあらたまる。心

があらたまればおめでたい。正月だけがめでたいのではない。心があらたまったとき、それはいつでもお

めでたい。…毎朝、心があらたまれば、毎日がお正月。…毎日が新しく、毎日が門出
かどで

である。」（『道を

ひらく』34-35頁、PHP研究所、1968年）と言っています。 

日々「心があらた」になるような教育環境を整えて、学生諸君が「日々是新」の気持ちをもって大きく

成長するよう、私ども教職員一同できる限りの努力を傾注して参りますので、教育後援会の皆様には今後

とも末永くご支援賜りますようお願い申し上げます。 

 末筆になりましたが、皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。  

   

 
                                            

     ２０２４年１月１日発行 



■教育後援会事務局からのお知らせ 

令和５年度事業の進捗状況（一部紹介） 

 令和６年度会費納入のご案内を準備しています。本会が今後も大学に必要な教育事業の充実・強化及び発展と会員相互の親

睦・交流を図るため、皆様のご理解とご協力をお願い致します。  

 

 

 冬期ＬＥＤイルミネーション装飾 

  「愛と智の灯」プロジェクト 

   2023年10月29日～12月25日 

 

 

   学生選書ツアー用図書の購入 

      2024年1月20日 

  厚生棟２階食堂看板 

   2023年11月10日 

   社大祭実行のための援助 

  （実行委員会からのお礼状） 

    2023年10月28日～29日 


